
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　




　




	方針
	内容

	（１）提供できる支援内容
	「一時滞在施設の提供」、「防災備蓄倉庫の提供」等を、区との協定によって決めます。

	（２）施設の適用範囲
	施設の利用範囲や受入可能人数を検討します。

	（３）傷病者・要配慮者への対応
	「一時滞在スペース」に余裕があり対応が可能であれば、「要配慮者用スペース」を検討します。

	（４）開設条件
	開設条件は、区との協定に基づき設けられています。

	（５）事前対策
	組織体制の検討や、物資や資器材を準備します。区との協定に基づき、区から提供される物資等もあります。

	（６）閉設基準
	閉設基準は、区との協定に基づき設けられています。



	対策
	内容

	（１）受入施設の環境整備
	発災時において帰宅困難者の円滑な受入のために「支援内容」や「施設の適用範囲」、「施設利用計画」を準備します。

	（２）施設開設・運営手順の策定
	発災時に活用する図表や様式を準備します。

	（３）組織体制図の策定
	発災時に機能する組織体制を検討しておきます。

	（４）防災備蓄倉庫の整備
	区との協定で決められた物資等を保管するスペースを整備します。

	（５）訓練等の継続実施と手順の検証
	一時滞在施設開設・運営に関する各種訓練の継続実施と手続の検証、社員への啓発等を行います。















 

　　





４．発災時の組織体制


発災時の組織体制図を、以下に示します。発災時の各班の役割は、発災後の段階に応じて異なります。


組織体制は最低３班構成とし、事業所規模の違い等に応じて班の数を増やします。


各班の情報を集約し、運営方針の検討等を行う「運営本部」を設置します。運営方針の検討は、施設管理者と各班の班長による会議で行います。





一時滞在施設運営マニュアル


【品川区簡易版】


令和３年３月





本マニュアルは、「一時滞在施設運営マニュアル」【品川区標準版】の中で、発災時対応の要点を整理しています。詳細については、「一時滞在施設運営マニュアル」【品川区標準版】を参考にしてください。





図２　発災時の運営本部体制





※各班の役割は、発災後の段階に応じて異なる。
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総務・情報班


（運営本部の事務局、情報収集・伝達、受付等）





物資・救護班


（物資の準備・配布、傷病者・要援護者対応）





施設班


（施設点検、衛生管理、防犯対策）





発災時の運営本部





１．目的


一時滞在施設運営マニュアルは、大規模災害が発生した場合の一時滞在施設（○○○（施設名））における円滑な施設運営のための方針や手順等を具体化したものであり、いつ、誰が、何を、どのように行うべきなのかを定めたものです。








２．一時滞在施設の運営の方針


運営の方針は、次の６つの項目について、自社の状況に応じた検討をします。





５．平常時の事前対策


事前対策は、次の５つの項目を参考に検討します。








表1　運営の方針








表２　事前対策
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３．一時滞在施設の開設・運営の手順（発災時対応）


発災時における一時滞在施設の開設・運営の手順について、「１．受入準備」、「２．受入時」、「３．受入後の対応と開設」の流れに沿って、「一時滞在施設（施設管理者）」、「品川区役所」の動きと、その開設・運営の手順を示します。








一時滞在施設の開設・運営の手順（ 一時滞在施設運営マニュアル「品川区標準版」の該当頁 ）





一時滞在施設（施設管理者）





品川区役所





災害発生








東京都による一斉帰宅抑制の要請（SNS等）








１．受入準備（発災直後から概ね６時間後まで）


（１）本部長の指示により運営要員が参集し、役割や運営手順を確認します。 ８頁 


（２）建物の被害状況を確認し、一時滞在施設としての受入可否の判断をします。 ９頁 


（３）開設の判断を、区に報告します。 10頁 


（４）開設する場合は、各班の班長や主な担当者により組織編成します。 11頁 


（５）施設の区域設定や、利用案内等を貼り紙で掲示します。 11頁 


（６）受入のために、各班が準備（受付の設置、簡易トイレの設置、情報手段の準備、物資・資器材の準備等）します。 11～12頁 


（７）区に施設を開設した時間や状況等を報告します。 12頁 





１．受入準備（ 発災直後から６時間後まで）











（１）参集、役割分担








１）開設の要請








（２）建物内の被害点検、応急処置








２）開設の有無の把握








（３）開設の判断／開設できない場合の対応








（４）一時滞在施設運営のための組織編成





（５）施設の区域設定および利用案内の掲示





（６）各班による受入準備


の対応








３）開設情報の把握








（７）一時滞在施設開設の情報提供








２．受入時（概ね12時間後まで）


（１）受入での混乱を防ぐため受付を設置し、記帳依頼、名簿管理等を行います。 14～15頁 


（２）施設滞在者に必要な情報（施設の利用案内等）を提供します。 15頁 


（３）必要かつ可能なタイミングで物資を配布します。 16頁 





２．受入時


（ 12時間後まで）





（１）帰宅困難者の受入














１）開設された一時滞在施設への誘導








（２）各種情報収集・提供








２）情報提供
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３）閉設の把握





３．受入後の対応（概ね１日から３日後まで）と閉設（概ね４日後以降）


（１）各班が状況に応じて対応（各種情報収集・提供、受入スペースの管理等）します。 17頁 


（２）施設利用に関する注意事項の提供や、退出者の情報収集等を行います。 17～18頁 


（３）運営要員では人手が不足する場合等は、施設滞在者に協力を依頼します。 18頁 


（４）帰宅困難者の殺到や、火災等の不慮の事態への対応を確認しておきます。 19頁 


（５）区災害対策本部からの指示に基づき閉設します。 20頁 





３．受入後の対応（ ３日後まで）と閉設（ ４日後以降）











（３）施設滞在者への運営の協力要請








１）帰宅支援情報の提供





（１）各班による帰宅困難者への対応








（５）一時滞在施設の閉設








２）対応の指示等








（４）不慮の事態への対応








（２）各種情報収集・提供








図1　一時滞在施設の開設・運営の手順





３）備蓄物資の配布





（３）物資の配布













